
１Ｑ 0 0
２Ｑ 1 0
３Ｑ 0 0
４Ｑ 2 0

Start No. GREEN YELLOW RED Start No. GREEN YELLOW RED

✓ 1 1

30 2 ✓ 2

3 ✓ 3

✓ 4 ✓ 4

5 ✓ 5

✓ 6 ✓ 6

✓ 7 ✓ 8

✓ 8 ✓ 9

✓ 9 ✓ 10

✓ 10 11

✓ 11 ✓ 12

15 12 9 13

✓ 13 15

7 14 ✓ 24

7 15 ✓ 25

✓ 16 31

✓ 17 69

7 18

Country Min Action Country Min Action

JPN 21 FG

JPN 47 PC

JPN 49 PC

 12 1
9 2

校閲：女子U18チームマネージャー　山野　秀一
文責：女子U18コーチ　長尾　美和

試    合 ファイナル 通算結果 ５勝

Country RESULT Country

2017 OCEANIA CHALLENGE CUP
日    付 201７年１２月１６日 1３:０0～
場　　所 Suva Fiji 天      候 雨時々曇り

日本

3

-

0

フィジー
JAPAN - Ｆｉｊｉ

U18 -

中島理子（ＧＫ） FABIANO Catherine

西永　空 BROWNE Maxine

五島千那美 RAVATU Laia

President's　XI
-

Name Name

青木珠美（ＧＫ） BOLALAILAI Serima

大塚美季 BUKALIDI Lora

立岩奈那子（Ｃ） DUTTA Tiara

佐々木杏果 KING Emma

松本愛理 AH YUK Tailah

畑野朱音 RAJ Faustina

足立依鞠 KUMAR Divyankar

竹澤淳子 NAUTU Melba

小早川志穂 RATUMAIMURI Lavenia(GK)

中込紅莉 FATUFAFGO Ateca

河合珠音 QETAKI Emi

小林瑞季 TIKOISUVA Camelia

高島瑠唯  RAVATU Leilani

Manager 山野　秀一 Manager MYKA TORA

Umpire CLAUDIA HARAS Umpire INAMOTO MINAMI

小林久留海 MUDUNATAGI Susana(GK)

村上冴来

HeadCoach 佐々木　正人 HeadCoach Alison Southey

立岩 2-0

佐々木 3-0

Name Score Name Score

小林久 1-0

 第１Ｑ　日本のセンターパスで試合が開始。予選リーグでの対戦時同様に相手が引いた布陣で来ることが予想され、その中でどう得点を決めていくのかが
課題となった。立ち上がりからフィジー陣内に攻め込むも、全員守備で固めたフィジーの守備に思うように攻めきれない。サークルまでは行くものの、中々
シュートを打たしてもらえない。５分＃９立岩－＃７足立と繋いだボールを＃１６中込が受け、リバースシュートを放つも、ゴールの枠を捉えきれない。その後
も攻め続けるが、決定的なシュートチャンスが得れないまま、０－０で終える。
 第２Ｑに入っても、日本は早いパス回しから細かくパスを繋ぎ、フィジーＤＦ陣を揺さぶる。２０分＃９立岩－＃１１河合と繋ぎサークルイン。リバースシュート
を放つもわずかにゴールの枠を外す。２１分＃１２小林瑞－＃８大塚－＃１３髙島と繋ぎ＃１７小林久にパス。リバースシュートがゴールネットを揺らし、待
望の先制点をあげる。２３分＃７足立からのパスを受けた＃８大塚がリバースシュートを放つも、フィジーＧＫの好セーブに追加点が奪えない。徐々にリズム
の出てきたフィジーは、２６分、２８分とＰＣを取得するも日本ＤＦ陣が落ち着いて処理し、ゴールを許さない。１－０リードで終える。
 第３Ｑ　立ち上がりフィジーに攻め込まれるも、３１分ターンオーバーから＃１３髙島がサークル内に持ち込み、この試合最初のＰＣを取得。＃９立岩のヒッ
トシュートはゴールポストに当たり惜しくも得点にはならない。３３分再びＰＣを取得。＃１０佐々木が右タッチを狙うが決めきることができない。３６分＃１６中
込が右サイドからスピードに乗ったドリブルで回り込みＰＣを取得。＃１０佐々木が左タッチを狙うもフィジーＤＦの必死の粘りでゴールラインを割れない。３７
分＃４五島からリスタートのボールを受けた＃９立岩が自分で持ち込みシュートを放つもＰＣとなる。このＰＣを＃９立岩が強烈なヒットシュートを打つが、ＧＫ
の好セーブにまたしてもゴールを割れない。２７分ＰＣを取得。＃１５小早川の強烈なヒットシュートはＤＦのスティックに阻まれ、追加点とはならない。１－０
リードのまま終える。
 第４Ｑ　疲れの見え始めたフィジーに対し日本は立ち上がりからリズムよく攻撃し４７分ＰＣを取得。このＰＣを＃９立岩がストレートにヒットシュートを決め、
追加点を挙げる。４９分再びＰＣとなり、＃８大塚が右で受け、＃９立岩にパス。ゴール前の＃１０佐々木がタッチシュートで決め、３点目を挙げる。その後、
日本ＦＷは果敢に攻め込むも、リードをひろげることができず、３－０で試合が終了。優勝を飾った。

日本
シュート数

フィジー
PC数


